
甲府市上下水道事業推進会議

平成30年12月5日

漏水防止対策

～有収率向上に向けて～
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O現在の漏水防止対策

・基礎的対策

・対症療法的対策

・予防的対策

O今後の課題とその対策

・地下漏水の対策強化

・水道技術の継承
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漏水防止対策の必要性

将来にわたり安全でおいしい水道水を安定的に供給していくためには経済的損
失を抑制し健全経営を維持していくことが求められる。その中で有収率の向上対
策は重要な施策である。

漏水を発見し防止することは、ダムなどの新規水源開発に匹敵する水量の確保
に繋がる。また、水道水の供給に係る使用エネルギーを削減し環境負荷の軽減に
繋がる。

微量な漏水も放置しておくと大漏水となり、最終的に断水被害へと繋がる。ま
た、道路の冠水や道路陥没、これに伴う交通事故など、二次災害を引き起こす恐
れがある。

水資源の有効利用

有収率の向上

断水被害、二次災害の防止
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漏水防止対策の概要

漏水防止対策 対症療法的対策

基礎的対策

予防的対策

・配水量、有収水量、漏水量の把握
・配水量分析
・新技術の開発、導入

・地上漏水の修理（¥250,000,000）
・漏水調査/地下漏水の修理（¥50,000,000）

・管路の更新（¥500,000,000）
・鉛製給水管の布設替（¥120,000,000）
・水圧調整

5



H29年度 配水量分析

配水量

有効水量

有収水量

無収水量

無効水量

減額水量

漏水量

ﾒｰﾀｰ不感水量

事業用水量

消防用水量
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100％

28,313,115㎥

86.20％

4,533,021㎥

13.80％
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82.49％
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3.71％
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0.36％
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13.44％

1,084,904㎥

3.30％

132,515㎥

0.40％

2,397㎥

0.01％

有効率

有収率（KPI）
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配水量と有収率の推移
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他都市との有収率比較
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都市名
給水人口
（人）

配水管延長
（km）

H24 H25 H26 H27 H28

北海道函館市 256,329 1,108 86.5 86.7 90.2 90.2 90.5%

山形県山形市 250,995 1,318 90.6 90.9 91.9 92.6 91.8%

福島県福島市 274,455 1,507 88.4 89.0 89.5 89.8 89.5%

静岡県富士市 236,202 1,095 86.4 86.4 84.9 84.4 84.4%

静岡県沼津市 223,525 1,010 85.3 86.1 85.3 84.2 83.8%

長野県長野市 261,097 1,711 90.1 90.6 88.2 88.8 89.3%

長野県松本市 236,887 1,287 87.9 87.5 88.2 88.0 88.2%

広島県呉市 223,950 1,177 90.1 91.0 91.7 90.1 92.4%

山口県下関市 260,580 1,640 88.9 88.8 88.6 88.3 88.4%

長崎県佐世保市 234,031 1,273 87.9 87.8 86.9 86.0 86.2%

88.2 88.5 88.5 88.2 88.5%10都市平均



漏水調査

漏水調査計画

 323の調査ブロックに分割
 各ブロックに循環年数を設定
 4年で全給水区域を調査
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漏水の大半は地下漏水であることから、漏水量を削減し有収率を向上さ
せるため、漏水調査はその中心となる業務となる。

事業№23



漏水調査
漏水調査の方法

戸別音聴調査
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漏水調査
戸別音聴調査

音聴棒
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漏水調査
その他の調査機器

漏水探知機

監視型

相関式
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漏水修理

鉛製給水管

老朽鋳鉄管

老朽ビニール管

事業№23
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漏水修理

ビニール管用

鋼管用

鋳鉄管用

様々な修理機材
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腐食
78.21%

劣化
20.12%

施工不良
0.47%

他企業工

事の影響
0.70%

その他
0.05%

不明
0.43%

その他
0.02%

給水管
86.93%

残存管
2.41%

送水管
0.03% 配水管

8.64%

弁栓類
1.91%

補償井戸
0.05%

漏水修理
修理件数の内容

漏水原因修理対象物
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管路の更新（耐震化）

管路の布設状況
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事業№10
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管路の更新（耐震化）

更新対象管路の状況
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更新対象管路
●1964年以前の鋳鉄管
●1978年以前のﾋﾞﾆｰﾙ管
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管路の更新（耐震化）

耐震管の構造
（GX形ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管）
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鉛製給水管の布設替

その他
0.02%

給水管
86.93%

残存管
2.41%

送水管
0.03% 配水管

8.64%

弁栓類
1.91%

補償井戸
0.05%

漏水修理対象物

鉛管布設替の必要性

給水管の内、70％は鉛製給水管
有収率向上に向けて有効な対策

水道水質の向上
水質基準0.01mg/ℓ

鉛製給水管布設替基本計画
H26年度策定

事業№22

19



鉛製給水管の布設替

鉛製給水管の残存状況

(総件数 81,326件)

鉛管
33%その他

67%

公道部の鉛製給水管残存率

（H25年度末）

(27,174件)

(54,152件)

年間900件の布設替えを実施

H29年度残存件数23,700件
鉛製給水管率 28％
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地下漏水の対策強化
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地下漏水の対策強化

戦略目標 ：有収率86.5％（2027）

漏水の多くは地下漏水が占めている。
漏水を減らして有収率を引き上げるためには、地下
漏水の発見率改善が必要不可欠。

漏水調査方法の見直し
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地下漏水の対策強化

新たな漏水調査

時間積分式
漏水発見器

検針にあわせた時間積分式漏水発見器を使用した簡易
漏水調査（1次調査）を実施。

 給水区域全域調査
95,000戸

 漏水修理件数
2.5倍に増加
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水道事業に携わる職員はピーク時から3割減少
技術職員は50歳以上が4割
水道技術の継承は全国的な課題

水道技術の継承

水道事業職員の現状
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水道技術の継承

技術職員の育成

目的
 各種調査機器による漏水調査訓練
 仕切弁操作等、通水・管洗浄作業訓練
 メーター設置作業訓練
 応急修理作業訓練
施設概要
 ダクタイル鋳鉄管φ75㎜ L=85.6ｍ
 塩化ビニール管 φ75㎜ L=14.7ｍ
 給水管（ポリエチレン管、鉛管、ﾋﾞﾆｰﾙ管、鋼管）
φ20～25㎜

昭和北方水源漏水調査研修施設（H29年12月竣工）
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水道技術の継承
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水道技術の継承

H30.10.23 第2回研修会
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おわりに
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平成30年12月5日 推進会議

～漏水防止対策～

甲府市上下水道局
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